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一
　
は
じ
め
に

　
二
〇
一
五
年
九
月
二
九
日
、
モ
ン
ゴ
ル
国
大
統
領
エ
ル
ベ
グ
ド
ル
ジ
（Ц

. Элбэгдорж

）
は
国
連
総
会
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
の
永
世
中

立
の
意
向
を
表
明
し（
1
）た。

そ
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
は
多
く
の
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
お
り
、
永
世
中
立
が
実
現
す
る
と
断
定
す
る
の

は
未
だ
早
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
動
き
は
改
め
て
、
モ
ン
ゴ
ル
は
こ
れ
ま
で
自
国
の
対
外
的
自
立
性
を
ど
の
よ
う
に
示
し
て
き

た
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
オ
ー
エ
ン
・
ラ
テ
ィ
モ
ア
は
「
衛
星
国
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
は
創
立
当
初
か
ら
完
全
に
ソ
連
の

影
響
下
に
置
か
れ
た
「
衛
星
国
」
だ
と
説
明
し（
2
）た。
彼
に
続
く
多
く
の
研
究
者
達
も
こ
の
見
解
を
継
承
し
た
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
は
対

外
的
に
自
立
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
な
い
国
家
だ
と
み
な
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
ソ
連
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
支

配
し
て
い
た
時
代
の
み
な
ら
ず
、
中
ソ
両
国
が
対
立
を
強
め
た
時
期
に
つ
い
て
も
維
持
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
坂
本
是
忠
の
研（
3
）究を
見
て

み
よ
う
。
彼
は
モ
ン
ゴ
ル
と
ソ
連
の
一
体
性
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
、
一
九
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
に
、
中
ソ
両
国
が
モ
ン
ゴ
ル
を
め
ぐ

り
経
済
的
な
援
助
合
戦
を
繰
り
広
げ
た
事
実
に
注
目
し
た
。
し
か
し
、
坂
本
は
そ
こ
で
モ
ン
ゴ
ル
の
対
外
的
自
立
性
に
つ
い
て
ま
で
は
語

ら
な
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
に
注
目
し
た
、
日
本
以
外
の
研
究
者
の
研
究
も
こ
の
点
で
は
同
じ
で
あ（
4
）る。

　
他
方
、
中
ソ
対
立
の
歴
史
を
検
討
す
る
近
年
の
研
究
に
お
い
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
政
治
と
外
交
の
自
立
性
を
過
少
評
価
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
リ
ュ
テ
ィ
『
中
ソ
対（
5
）立』

は
中
ソ
対
立
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
に
注
目
し
な
が
ら
、

モ
ン
ゴ
ル
の
動
向
に
目
を
向
け
て
い
な
い
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
研
究
者
、
ガ
レ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
一
連
の
研
究（
6
）は、
伝
統
的
な
中
ソ
関
係
に
多

大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
関
連
す
る
は
ず
の
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
と
外
交
に
少
し
も
配
慮
し
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
中
ソ
対
立
が
公
然
化
し
た
時
期
（
一
九
六
〇
か
ら
一
九
六
三
年
）
に
焦
点
を
当
て
、
ソ
連
・
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
の
三
国
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の
関
係
を
分
析
し
、
モ
ン
ゴ
ル
は
そ
こ
で
対
外
的
自
立
性
を
示
し
た
の
か
、
示
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
当
然
な
が
ら
、
ソ
連
と
中
国
の
対
外
政
策
ば
か
り
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
内
部
の
政

治
的
ア
ク
タ
ー
の
行
動
も
分
析
の
対
象
と
な
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
と
外
交
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
ソ
対
立
の
隠
さ
れ
た
一
面

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
本
稿
が
掲
げ
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

二
　
モ
ン
ゴ
ル
援
助
を
め
ぐ
る
中
ソ
の
競
合

　
一
九
五
二
年
八
月
二
九
日
、
モ
ン
ゴ
ル
の
指
導
者
、
首
相
の
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
（Ю

. Ц
эдэнбал

）
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
招
か
れ
て
中
ソ
の
首

脳
会
談
に
参
加
し（
7
）た。

さ
ら
に
そ
の
一
カ
月
後
の
九
月
二
九
日
に
、
彼
は
モ
ン
ゴ
ル
の
首
脳
と
し
て
歴
史
上
初
め
て
と
な
る
中
国
訪
問
を

果
た
し（
8
）た。
こ
の
時
の
外
遊
か
ら
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
が
引
き
出
し
た
結
論
は
、
一
〇
月
一
日
に
彼
が
部
下
た
ち
に
向
か
っ
て
語
っ
た
以
下
の

よ
う
な
言
葉
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　「
我
々
は
、
ソ
連
か
ら
学
ん
で
来
た
。
今
で
も
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
。
ま
た
、
中
国
人
民
か
ら
も
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
中
国
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
貴
方
達
は
党
員
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
も
の
を
学
ぶ
べ
き
だ
。
我
が
国
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
後
れ
た
人
々
は
い
る
。

そ
の
人
た
ち
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
と
中
国
人
民
の
間
に
続
い
て
き
た
対
立
が
終
了
し
た
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
せ
る
べ
き
で
あ（
9
）る」。

　
こ
の
発
言
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
が
中
国
を
ソ
連
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
教
え
を
受
け
る
べ
き
存
在
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
政
治
経
験
の
浅
い
若
い
指
導
者
は
、
中
国
訪
問
の
際
の
中
国
側
の
手
厚
い
歓
迎
ぶ
り
に
心
を
動
か
さ
れ
、
中
国
は

社
会
主
義
国
の
共
通
の
大
義
の
た
め
に
モ
ン
ゴ
ル
に
多
大
な
援
助
を
与
え
て
く
れ
る
国
だ
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
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ル
は
一
〇
月
四
日
に
も
中
国
指
導
部
と
会
談
し
、「
中
モ
経
済
・
文
化
協
力
協
）
10
（
定
」
を
締
結
し
て
、
両
国
の
関
係
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
翌
一
九
五
三
年
三
月
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
去
す
る
と
、
ソ
連
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
の
三
国
の
関
係
は
さ
ら
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
絶
対

的
指
導
者
を
失
っ
た
ソ
連
指
導
部
は
混
乱
し
、
国
内
問
題
に
集
中
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ソ
連
指
導
部
は
モ
ン
ゴ
ル

も
含
め
て
、
対
外
関
係
全
般
に
わ
た
っ
て
一
時
的
に
関
与
を
弱
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
見
た
中
国
指
導
部
は
、

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
そ
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
機
会
が
来
た
と
み
な
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
七
月
三
一
日
か
ら
八
月
一
日
に
か

け
て
、
周
恩
来
が
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
訪
問
し
）
11
（
た
。
こ
れ
は
二
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
）
12
（
た
。
次
に
、
一
一
月
一
九
日
か
ら
二
五
日
に

か
け
て
開
か
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
第
一
二
回
党
大
会
に
、
中
国
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
第
一
書
記
で
政
治
局
員
候
補
の
ウ
ラ
ン
フ

（Улаанхүү

一
）
13
（

九
〇
五
か
ら
一
九
八
三
年
）
を
代
表
と
し
て
送
っ
た
。
こ
こ
で
ウ
ラ
ン
フ
が
、
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
の
関
係
強
化
の
必
要
性
を
強

調
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
は
一
一
月
二
九
日
に
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
、
党
第
一
書
記
ダ
ン
バ
（Д

. Д
амба

一
九
〇
八
か
ら
一
九
八
九

年
）、
財
務
大
臣
代
理
ド
ゥ
ゲ
ル
ス
レ
ン
（Б. Д

үгэрсүрэн

一
九
二
二
か
ら
一
九
九
三
年
）
ら
と
会
談
し
、
中
国
の
対
モ
ン
ゴ
ル
援
助
に
つ
い

て
話
し
合
っ
）
14
（

た
。
歴
史
家
ソ
ニ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
中
国
の
強
い
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
っ
）
15
（

た
。

　
以
後
も
、
中
国
側
は
要
人
を
モ
ン
ゴ
ル
に
送
り
、
労
働
者
派
遣
を
含
む
多
く
の
援
助
を
行
っ
た
。
一
九
五
五
年
一
月
に
モ
ン
ゴ
ル
側
は

こ
う
し
た
労
働
者
の
提
供
に
感
謝
し
、
次
の
よ
う
な
文
書
を
送
っ
た
。「
中
国
共
産
党
が
我
ら
の
要
請
に
応
じ
て
労
働
者
を
提
供
す
る
準

備
を
整
え
て
い
る
こ
と
に
大
変
満
足
し
て
い
る
。
貴
国
の
援
助
に
よ
り
両
国
人
民
は
確
固
た
る
兄
弟
的
友
好
関
係
を
築
く
で
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
は
今
後
の
両
国
の
発
展
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
）
16
（

る
」。

　
前
後
の
状
況
か
ら
み
て
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
中
国
人
労
働
者
の
派
遣
に
関
す
る
協
定
は
正
式
に
は
締
結
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
件
に
関
す
る
両
国
の
協
議
は
そ
の
後
に
始
ま
）
17
（
り
、
四
月
七
日
に
締
結
さ
れ
）
18
（
た
。
八
月
五
日
付
で
中
国
政
府
が
モ
ン
ゴ
ル
政
府

に
送
っ
た
外
交
文
書
に
よ
れ
ば
、
中
国
側
は
同
年
中
に
八
二
〇
〇
人
の
労
働
者
の
提
供
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
七
二
七
三
人
に

つ
い
て
は
既
に
モ
ン
ゴ
ル
に
到
着
し
て
お
り
、
各
種
の
建
設
に
関
わ
っ
て
い
）
19
（
た
。
他
方
、
同
協
定
に
関
す
る
一
一
月
二
九
日
付
の
モ
ン
ゴ
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ル
外
務
省
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
に
は
七
二
八
四
人
の
中
国
人
労
働
者
が
送
ら
れ
、
そ
の
家
族
一
三
二
二
人
が
モ
ン
ゴ
ル

に
到
着
し
て
い
）
20
（

た
。
両
者
の
報
告
に
は
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
中
国
の
労
働
者
の
派
遣
が
非
常
に
円
滑
に
進
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
国
の
積
極
的
な
姿
勢
は
、
こ
の
時
期
の
同
国
の
要
人
の
発
言
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
一
九
五
五
年
九
月
に
中
国
政
府
代
表

団
長
ヤ
ン
・
シ
・
ジ
ェ
ン
は
、
ダ
ン
バ
と
会
談
し
た
際
に
、「
中
国
指
導
部
は
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
主
義
の
発
展
を
中
国
の
発
展
と
同
様
に

考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
家
発
展
に
参
画
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
）
21
（
う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
同
じ
九
月
に
、
モ

ン
ゴ
ル
駐
在
中
国
大
使
ヘ
・
イ
ン
も
ダ
ン
バ
と
の
会
談
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
は
兄
弟
国
を
超
え
た
よ
り

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
我
が
国
民
は
モ
ン
ゴ
ル
国
民
に
援
助
を
与
え
る
こ
と
を
自
分
た
ち
の
義
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い
）
22
（
る
」。
こ

の
時
期
、
中
国
指
導
部
は
か
つ
て
な
い
レ
ベ
ル
で
、
モ
ン
ゴ
ル
に
接
近
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
六
年
一
月
に
北
京
と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
間
の
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
さ
ら
に
両
国
の
経
済
協
力
は
加
速
し
）
23
（
た
。
そ
の
結
果
、
翌

一
九
五
六
年
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
中
国
人
の
人
口
比
率
（
一
・
九
％
）
は
ソ
連
）
24
（

人
の
そ
れ
（
一
・
六
％
）
を
上
回
っ
）
25
（

た
。
こ
の
事

実
は
ソ
連
側
を
不
安
に
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
自
身
の
日
記
に
、
二
月
二
四
日
の
ミ
コ
ヤ
ン
と
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
会
談

に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　「
ミ
コ
ヤ
ン
は
、
労
働
者
の
大
半
が
中
国
人
労
働
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
国
〔
以
下
モ
ン
ゴ
ル
…
引
用
者
〕
の
労
働
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
言
っ
た
。（
中
略
）
ま
た
、
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
に
内
モ
ン
ゴ
ル
人
が
来
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
。
私
〔
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
〕
は
い
い
え
と

答
え
た
。（
中
略
）
ミ
コ
ヤ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。『
毛
沢
東
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
を
中
国
に
統
一
さ
せ
る
と
い
う
提
案
を
我
々
に
二
回
も

提
案
し
た
。
我
々
は
モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
が
解
決
す
る
問
題
だ
と
伝
え
た
。』
ミ
コ
ヤ
ン
は
『
中
国
側
が
同
問
題
を
貴
国
に
提
案
し
た
こ
と
は
あ
る
か
』

と
訊
い
）
26
（
た
」。
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こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
二
月
と
い
う
時
点
で
、
ソ
連
指
導
部
は
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
の
接
近
に
警
戒
心
を
抱
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
側
は
ソ
連
側
の
懸
念
を
気
に
か
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
労
働
者
の
派
遣
、
モ
ン
ゴ
ル
の
集
合
住
宅
、
国

家
中
央
デ
パ
ー
ト
、
橋
、
道
路
、
火
力
電
力
発
電
所
等
々
の
建
設
な
ど
、
経
済
援
助
を
続
け
）
27
（
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
二
月
七
日
に
は
モ

ン
ゴ
ル
と
新
し
い
貿
易
議
定
書
を
締
結
し
、
同
年
の
両
国
間
の
貿
易
額
を
一
九
五
五
年
の
二
倍
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
）
28
（
た
。
こ
の
目

標
は
達
成
さ
れ
）
29
（

た
。
さ
ら
に
八
月
二
九
日
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
の
間
で
「
経
済
技
術
援
助
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

中
国
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
、
一
億
六
千
万
ル
ー
ブ
ル
の
無
償
援
助
を
行
う
こ
と
を
決
め
て
い
）
30
（
た
。
両
国
の
関
係
は
、
一
九
五
七
年
四
月
に

モ
ン
ゴ
ル
が
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
首
都
フ
フ
・
ホ
ト
に
領
事
館
を
設
置
し
た
こ
と
で
頂
点
に
達
し
）
31
（

た
。

　
し
か
し
一
九
五
七
年
に
な
る
と
、
ソ
連
側
も
傍
観
政
策
を
捨
て
、
対
抗
的
な
措
置
を
取
り
始
め
た
。
ソ
連
指
導
部
は
自
国
の
経
済
力
を

見
せ
つ
け
る
よ
う
に
、
中
国
の
援
助
を
大
き
く
上
回
る
額
の
援
助
を
行
う
と
約
束
し
た
。
こ
の
援
助
の
申
し
出
を
受
け
て
、
同
年
五
月
一

〇
日
に
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
が
ソ
連
へ
出
発
し
た
。
こ
の
代
表
団
を
構
成
し
た
の
は
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
、
ダ
ン
バ
、
閣
僚
会
議
第
一
副
首
相

シ
レ
ン
デ
ヴ
（Б. Ш

ирэндэв

一
九
一
二
か
ら
二
〇
〇
一
年
）、
閣
僚
会
議
副
首
相
兼
国
家
計
画
委
員
会
長
ツ
ェ
ン
デ
（Л

. Ц
энд

一
九
二
〇
か
ら

一
九
八
六
年
）、
外
務
大
臣
ア
デ
ィ
ル
ビ
シ
（Д

. А
дилбиш

一
九
一
七
か
ら
一
九
九
二
年
）、
農
牧
畜
大
臣
バ
ル
ジ
ン
ニ
ャ
ム
（Д

. Балж
инням

一
九
一
三
年
か
ら
）、
財
務
大
臣
モ
ロ
ム
ジ
ャ
ム
ツ
（Д

. М
оломж

амц

一
九
二
〇
年
か
ら
）、
工
業
大
臣
バ
ト
オ
チ
ル
（О

. Баточир

）
と
い
う

人
々
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
の
主
だ
っ
た
人
々
が
ほ
ぼ
全
員
、
こ
の
訪
問
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
側
の
援
助
の

申
し
出
が
非
常
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
こ
の
よ
う
な
代
表
団
を
編
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
結
局
、
同
月
一
五
日
に
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
と
ソ
連
首
相
の
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
の
間
で
経
済
協
定
が
、
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
第
一
書
記

の
ダ
ン
バ
と
ソ
連
共
産
党
第
一
書
記
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
間
で
両
党
間
の
合
同
協
定
が
調
印
さ
れ
）
32
（
た
。
こ
の
交
渉
過
程
で
は
、
ソ
連
側
は

モ
ン
ゴ
ル
側
の
要
求
に
寛
大
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
に
モ
ン
ゴ
ル
代
表
も
満
足
を
表
明
し
）
33
（

た
。
こ
の
時
の
会
談
に
ソ
連
側
の
一
員
と
し

て
参
加
し
た
外
交
官
の
カ
ピ
ッ
ツ
ァ
（М

. Капица

）
の
回
想
録
も
、
こ
の
と
き
ソ
連
側
が
モ
ン
ゴ
ル
に
手
厚
い
歓
迎
を
行
っ
た
こ
と
を
記
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し
て
い
）
34
（
る
。

　
こ
う
し
た
ソ
連
側
の
巻
き
返
し
も
あ
り
、
一
九
五
七
年
の
時
点
で
の
モ
ン
ゴ
ル
の
貿
易
関
係
に
お
い
て
ソ
連
の
占
め
る
割
合
は
圧
倒
的

で
あ
っ
た
。
ソ
連
以
外
の
共
産
国
（
中
国
を
含
む
）
が
そ
こ
に
占
め
る
割
合
は
、
す
べ
て
併
せ
て
も
二
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
）
35
（
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
と
の
貿
易
関
係
で
ソ
連
の
優
位
が
示
さ
れ
る
な
か
、
一
一
月
に
毛
沢
東
が
ソ
連
を
訪
問
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
会
談
し
た
。

こ
こ
で
彼
は
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
北
京
ま
で
の
鉄
道
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
鉄
道
は
両
国
〔
ソ
連
と
中
国
〕
の
関
係
を
良
好
に
し

た
。
我
々
は
ソ
連
の
無
償
援
助
に
感
謝
す
）
36
（
る
」
と
発
言
し
た
。
こ
の
発
言
は
短
い
が
、
中
ソ
間
で
進
行
し
て
い
た
対
立
に
照
ら
し
て
み
れ

ば
、
毛
沢
東
は
こ
こ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
は
中
国
の
影
響
圏
内
に
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
こ
う
し
た
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
も
中
ソ
両
国
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
経
済
援
助
を
活
発
に
行
っ
た
。
ま
ず
中
国
側
は
、
一
九

五
八
年
一
二
月
二
九
日
に
調
印
し
た
協
定
に
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
一
億
ル
ー
ブ
ル
の
長
期
借
款
を
行
っ
）
37
（

た
。
こ
の
長
期
借
款
は
、
一
九
五

八
年
一
二
月
に
モ
ン
ゴ
ル
閣
僚
会
議
副
議
長
モ
ロ
ム
ジ
ャ
ム
ツ
を
団
長
と
す
る
代
表
団
が
訪
中
し
た
際
に
締
結
さ
れ
）
38
（
た
。
周
恩
来
ら
中
国

指
導
部
は
、
一
二
月
一
六
日
の
モ
ロ
ム
ジ
ャ
ム
ツ
ら
と
の
会
談
に
お
い
て
、
様
々
な
歴
史
的
経
緯
に
触
れ
つ
つ
、
将
来
的
に
よ
り
多
く
の

援
助
を
行
う
こ
と
が
中
国
の
義
務
で
あ
る
旨
を
強
調
し
）
39
（
た
。
次
に
一
九
六
〇
年
五
月
に
周
恩
来
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
、
二
億
ル
ー
ブ
ル

の
借
款
を
約
束
し
）
40
（

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
中
ソ
対
立
の
進
行
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
他
方
で
ソ
連
側
は
、
一
九
五
八
年
八
月
に
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
を
迎
え
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
の
貿

易
問
題
や
経
済
協
力
に
関
す
る
議
定
書
に
調
印
し
）
41
（

た
。
さ
ら
に
一
九
五
九
年
一
二
月
九
日
に
は
両
国
は
経
済
及
び
科
学
協
力
に
関
す
る
議

定
書
）
42
（

を
、
ま
た
一
九
六
〇
年
二
月
一
一
日
に
は
経
済
協
力
の
拡
大
を
謳
う
協
定
を
調
印
し
）
43
（

た
。
二
月
一
六
日
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
政

治
局
会
議
及
び
閣
僚
会
議
拡
大
会
議
が
開
か
れ
た
際
に
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
こ
の
協
定
を
高
く
評
価
し
た
。
実
際
、
同
協
定
は
モ
ン
ゴ
ル

国
内
に
於
け
る
大
型
火
力
発
電
所
、
自
動
車
修
理
工
場
、
暖
房
用
設
備
な
ど
の
重
要
な
施
設
の
建
設
に
、
技
術
的
、
経
済
的
な
援
助
を
与

え
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
）
44
（
た
。
さ
ら
に
同
年
九
月
九
日
に
は
、
ソ
連
は
モ
ン
ゴ
ル
と
「
経
済
援
助
及
び
技
術
援
助
協
定
」
を
結
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ん
）
45
（
だ
。
明
ら
か
に
、
ソ
連
指
導
部
は
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ソ
連
の
経
済
的
影
響
力
の
維
持
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
ソ
の
援
助
競
争
の
お
か
げ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
経
済
は
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五

八
年
に
か
け
て
の
モ
ン
ゴ
ル
の
五
ヶ
年
計
画
と
、
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
の
同
国
の
三
ヶ
年
計
画
の
達
成
は
、
両
国
の

援
助
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
八
年
間
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
工
業
生
産
成
長
率
は
六
三
・
八
％
と
い
う
高
い
伸
び
率
を
示
し
た

の
で
あ
）
46
（

る
。

　
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
に
な
る
と
中
ソ
対
立
が
公
然
化
し
、
モ
ン
ゴ
ル
も
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
〇
年

に
中
国
が
モ
ン
ゴ
ル
の
ダ
ル
ハ
ン
市
に
建
設
す
る
と
約
束
し
た
大
型
鋼
鉄
工
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
六
一
年
に
全
て
ソ
連
に
よ
っ

て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
）
47
（
た
。
一
九
六
二
年
六
月
七
日
に
モ
ン
ゴ
ル
が
経
済
相
互
援
助
会
議
（
コ
メ
コ
ン
）
に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

う
し
た
傾
向
は
一
層
強
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
）
48
（

る
。
こ
の
事
実
は
モ
ン
ゴ
ル
側
に
即
し
て
言
え
ば
、
中
ソ
関
係
が
悪
化
す
る
中
で
、
モ
ン
ゴ

ル
が
中
国
よ
り
も
経
済
規
模
の
大
き
い
ソ
連
を
第
一
の
友
好
国
と
し
て
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

三
　
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
路
線
の
選
択

　
一
九
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
ダ
ン
バ
と
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
間
で
激
し
い
権
力
闘
争
が
起
こ
っ
）
49
（

た
。
こ
の
と
き

ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
利
用
し
た
ダ
ン
バ
に
追
及
さ
れ
、
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
）
50
（

た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

こ
の
時
期
、
両
者
は
国
内
政
策
ば
か
り
で
は
な
く
、
対
中
政
策
に
お
い
て
も
意
見
を
異
に
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
七
年
一
月
九

日
に
行
わ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
駐
在
ソ
連
大
使
ピ
サ
レ
フ
（В

. П
исарев

）
と
の
会
談
で
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
、
ダ
ン
バ
が
中
国
共
産
党
第
八

回
党
大
会
に
参
加
し
た
際
に
中
国
か
ら
労
働
者
の
派
遣
、
そ
の
他
の
援
助
の
約
束
を
取
り
付
け
た
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
、
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中
国
政
府
か
ら
の
援
助
受
入
れ
の
決
定
に
先
だ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
は
ソ
連
共
産
党
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
）
51
（
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
ソ
連
大
使
に
、
ダ
ン
バ
を
通
し
て
中
国
か
ら
援
助
を
受
け
る
話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
ソ
連
側
に
忠

誠
心
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
歴
史
家
ジ
ャ
ン
バ
ル
ス
レ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
の
「
モ
ー
ル
ズ
暗
号
」
送
信
者
ト

グ
ト
フ
の
回
想
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
九
年
三
月
三
〇
日
に
開
か
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
中
央
委
員
会
第
三

期
総
会
の
休
憩
中
に
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
と
ダ
ン
バ
は
中
ソ
関
係
に
お
い
て
激
し
く
言
い
争
っ
た
。
ダ
ン
バ
は
労
働
力
不
足
の
解
消
が
モ
ン

ゴ
ル
経
済
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
中
国
か
ら
の
労
働
者
の
派
遣
に
期
待
を
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
ソ
連
指
導
部
の
警
戒
心
を
共
有
し
て
い
た
。
ト
グ
ト
フ
自
身
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
に
ダ
ン
バ
は
中
国
寄
り
の
姿
勢

を
示
す
傾
向
に
あ
っ
た
と
述
べ
た
と
言
わ
れ
）
52
（
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
よ
り
完
全
な
証
明
は
現
在
の
史
料
開
示
の
状
況
で
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
ダ
ン
バ
と
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
対
立
に
関
し
て
は
、
同
様
の
解
釈
が
別
の
歴
史
家
（
ボ
ル
ド
バ
ー
ト
ル
）
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
）
53
（

る
。

　
こ
の
時
期
、
ソ
連
指
導
部
が
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
対
中
・
対
ソ
姿
勢
に
注
目
し
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
一
九
五
七
年
に
国
内
の

権
力
闘
争
に
お
い
て
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
が
劣
勢
に
あ
る
こ
と
を
見
て
取
る
と
、
ソ
連
指
導
部
は
五
月
に
ヴ
ォ
ロ
シ
ー
ロ
フ
を
モ
ン
ゴ
ル
に
派

遣
し
た
。
こ
れ
は
、
彼
を
支
援
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
）
54
（
る
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
モ
ン
ゴ
ル
駐
在
ソ
連
大
使
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
モ
ロ
ト
フ
の
存
在
も
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
）
55
（

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
が
モ
ン
ゴ
ル
に
来
る
と
同
時
に
始
ま
っ

た
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
国
境
交
渉
に
お
い
て
、
ダ
ン
バ
は
モ
ロ
ト
フ
の
提
案
に
反
対
し
て
い
た
か
ら
で
あ
）
56
（
る
。
モ
ロ
ト
フ
に
は
ツ
ェ
デ
ン
バ

ル
を
助
け
る
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
一
九
五
七
年
一
一
月
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
一
〇
月
革
命
四
〇
周
年
記
念
国
際
共
産
主
義
国
大
会
が
開
か

れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
中
ソ
両
国
の
対
立
関
係
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
に
気
づ
か
せ
る
機
会
に
な
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
同
大
会
に
お
い
て
毛
沢
東
は
、
ソ
連
は
も
は
や
国
際
共
産
主
義
運
動
の
指
導
国
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
中
国
と
対
等
な

位
置
に
あ
る
と
す
る
認
識
を
隠
そ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
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　「
私
は
モ
ス
ク
ワ
に
二
回
も
来
た
。
最
初
の
時
は
、
息
子
が
父
の
下
を
訪
れ
て
い
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
平
等
の
権
利
は
な
か
っ
た
。

そ
の
時
に
は
よ
く
平
等
だ
と
語
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
口
先
だ
け
の
言
葉
だ
っ
た
。
今
回
は
違
う
。
皆
も
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
声
明
の

原
案
に
つ
い
て
何
回
も
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
も
し
意
見
が
合
わ
な
け
れ
ば
、
何
回
も
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
）
57
（

い
」。

　
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
毛
沢
東
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
中
ソ
が
対
等
の
関
係
に
あ
る
と
確
認
す
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
他
に
も
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
と
き
ソ
連
側
は
不
注
意
に
も

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
第
一
書
記
の
ダ
ン
バ
を
、
首
相
の
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
よ
り
も
上
位
者
で
あ
る
か
の
ご
と
く
迎
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

こ
で
ダ
ン
バ
よ
り
も
格
下
で
あ
る
か
の
ご
と
き
待
遇
を
受
け
て
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
が
慌
て
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
）
58
（

い
。

　
モ
ス
ク
ワ
大
会
以
降
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
ダ
ン
バ
攻
撃
が
目
覚
ま
し
い
勢
い
で
進
行
し
た
。
ダ
ン
バ
は
一
九
五
八
年
一
一
月
に
第
一
書

記
の
地
位
か
ら
降
格
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
三
月
に
は
、
第
二
書
記
か
ら
も
降
格
さ
れ
、
側
近
た
ち
と
共
に
粛
清
さ
れ
て
い
っ
）
59
（
た
。
結
果

的
に
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
唯
一
の
競
争
者
を
排
除
し
、
強
大
な
権
限
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ダ
ン
バ
解
任
の
動
き
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国

内
政
治
の
出
来
事
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
ダ
ン
バ
の
降
格
に
不
快
感
を
抱
い
た
中
国
指
導
部
は
、
一
二
月
五
日
に
モ
ン
ゴ
ル
駐
在
ソ
連
大

使
В
・
レ
フ
チ
ン
と
中
国
大
使
孟
英
と
の
会
談
を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
に
ダ
ン
バ
追
放
に
関
し
て
意
見
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
は

ソ
連
外
交
文
書
の
概
略
で
あ
る
。

　「
孟
英
は
、
中
国
大
使
館
は
ダ
ン
バ
解
任
の
本
当
の
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。（
中
略
）
何
人
か
の
同
志
か
ら
ダ
ン
バ
と
そ
の
他
の
人
間
と

の
教
養
の
差
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
も
し
、
本
当
に
こ
の
理
由
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
彼
が
任
命
さ
れ
た
当
初
に
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な

要
素
を
考
慮
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
他
に
も
ス
レ
ン
ジ
ャ
ブ
と
ダ
ム
デ
イ
ン
ら
二
人
の
中
央
委
員
会
書
記
が
解
任
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
政
治
局
委
員
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間
に
何
ら
か
の
問
題
で
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
含
め
、
他
に
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）
も
し
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
中
ソ
両
国
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
お
互
い
に
意
見
交
換
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。〔
し
か
し
〕
こ
れ
に
対
し
て
ソ
連
大
使
は
〔
中
国
指
導
部
に
〕、

如
何
な
る
こ
と
も
知
ら
な
い
と
い
う
内
容
の
こ
と
を
述
べ
）
60
（

た
」。

　
明
ら
か
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
権
力
闘
争
で
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
が
勝
利
し
た
こ
と
は
、
中
国
に
と
っ
て
重
大
な
事
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
形
で
中
国
大
使
が
ソ
連
側
に
意
見
交
換
を
求
め
た
事
実
は
、
彼
ら
が
受
け
た
衝
撃
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
こ
の
時
期
に
一
方
的
に
ソ
連
寄
り
の
政
策
を
と
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
元
モ
ン
ゴ
ル
駐
在
ソ

連
大
使
館
員
Ш
・
ナ
デ
ィ
ロ
フ
は
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
指
導
部
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「〔
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
〕
中
ソ
両
国
間
に
起
こ
っ
て
い
た
新
し
い
状
況
と
そ
の
根
底
の
原
因
に
つ
い
て
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

彼
に
と
っ
て
こ
の
両
大
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
最
初
か
ら
明
ら
か
だ
っ
た
。
彼
は
積
極
的
に
ソ
連
の
利
益
の
実
現
を
促

進
す
る
の
と
同
時
に
、
こ
の
状
況
を
利
用
し
、
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
の
最
大
限
の
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
し
）
61
（

た
」。

　
ナ
デ
ィ
ロ
フ
は
、
ソ
連
の
公
文
資
料
館
の
重
要
文
書
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
彼
の
評
価
は
、
そ
う
し

た
未
公
刊
文
書
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
、
中
ソ
の
対
立
が
深
ま
る
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
中
国
指
導
部
の
動
向
に
強
い
関
心
を
寄
せ
続
け
た
。
一
九
六
〇
年
六
月
一

七
日
に
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
、
中
国
駐
在
の
自
国
大
使
シ
ャ
ラ
ヴ
（Д

. Ш
арав

）
を
中
国
駐
在
ソ
連
大
使
チ
ェ
ル
ボ
ネ
ン
コ
（С

. 

Червоненко

））
62
（

に
面
会
さ
せ
、
情
報
収
集
に
努
め
た
。
こ
の
と
き
チ
ェ
ル
ボ
ネ
ン
コ
は
、
世
界
工
業
連
合
の
総
会
に
お
い
て
中
国
が
取
っ

た
行
動
を
批
判
的
に
述
べ
、
中
ソ
間
に
大
き
な
摩
擦
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
は
中
国
側
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
立
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場
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
チ
ェ
ル
ボ
ネ
ン
コ
は
中
国
の
覇
権
論
に
ま
で
言
及
し
、
中
国
側
は
中
ソ
両

国
間
の
問
題
を
西
側
に
暴
露
し
て
い
る
と
ま
で
述
べ
）
63
（

た
。
中
ソ
の
対
立
は
不
穏
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
七
月
一
日
に
中
国
外
交
部
副
部
長
が
、
英
国
軍
人
の
訪
中
に
関
連
し
て
共
産
圏
諸
国
の
大
使
を
招
待
し
た
。
シ
ャ
ラ
ヴ
は
そ

の
会
に
お
け
る
中
国
政
府
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。「
今
回
の
集
ま
り
で
、〔
中
国
側
は
〕
英
国
軍
人
に
つ
い
て
話
す
の
で
は
な

く
、（
中
略
）
ソ
連
と
中
国
に
路
線
の
不
一
致
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
中
ソ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
の
相
違
は
誰
に

も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
共
産
圏
の
国
々
に
こ
の
よ
う
な
方
法
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
）
64
（
だ
」。
次
に
八
月
一
日
に
ス

イ
ス
大
使
館
に
お
い
て
開
か
れ
た
ス
イ
ス
国
家
祭
の
会
場
に
招
待
さ
れ
た
際
に
も
、
シ
ャ
ラ
ヴ
は
中
国
駐
在
ソ
連
大
使
顧
問
マ
ル
ヒ
ン

（М
алухин

）
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。
こ
こ
で
マ
ル
ヒ
ン
は
シ
ャ
ラ
ヴ
に
、
ソ
連
指
導
部
は
、
中
国
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
路
線
の
相

違
の
た
め
、
中
国
に
派
遣
し
て
い
た
ソ
連
専
門
家
を
九
月
一
日
ま
で
に
全
員
引
き
揚
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
伝
え
）
65
（

た
。
中
ソ
対
立
が
深

刻
化
す
る
な
か
で
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
懸
命
に
情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
新
た
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
出
版
物
に
規
制
を
か
け
、
ソ
連
側
へ
の
支
持
姿

勢
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
中
国
側
の
反
感
を
引
き
起
こ
し
た
。
同
年
一
〇
月
一
日
、〔
中
国
大
使
館
〕

で
開
か
れ
た
宴
席
に
お
い
て
、
中
国
大
使
顧
問
ジ
ャ
オ
・
ジ
ェ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
の
東
部
局
長
ツ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
（Д

. Ц
эрэндорж

）
に
対

し
、「〔
モ
ン
ゴ
ル
側
は
〕
在
モ
ン
ゴ
ル
中
国
大
使
謝
甫
生
の
記
事
を
ウ
ネ
ン
紙
に
掲
載
し
た
が
、（
中
略
）
本
人
の
同
意
な
し
に
ほ
ぼ
全
部

が
修
正
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
そ
れ
ど
こ
ろ
か
本
人
が
述
べ
て
い
な
い
こ
と
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
屈
辱
的
な
こ
と
）
66
（

だ
」
と
抗

議
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
新
華
通
信
の
記
者
フ
ア
ン
・
エ
ニ
も
、
一
一
月
三
〇
日
の
『
労
働
』
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
削

除
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
抗
議
し
）
67
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
が
ソ
連
寄
り
の
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
指
導
部
は
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル

の
関
係
が
そ
の
ま
ま
悪
化
し
て
い
く
の
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
の
事
実
は
、
一
九
六
〇
年
五
月
に
な
さ
れ
た
周
恩
来
の
訪
問
か
ら
明
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ら
か
で
あ
る
。
こ
の
と
き
中
国
側
は
モ
ン
ゴ
ル
に
多
額
の
経
済
支
援
を
行
う
約
束
を
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
一
〇
月

一
六
日
の
モ
ン
ゴ
ル
大
使
代
理
ト
イ
ヴ
と
中
国
海
外
貿
易
部
局
代
理
李
強
の
会
談
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
と
き
中
国
代
表
は
、
個
人
的

な
意
見
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
た
。「
モ
ン
ゴ
ル
は
鉱
物
資
源
を
加
工
し
、
海
外
に
輸
出
し
て
外
貨
を
獲
得
す
べ

き
で
あ
る
。
中
国
は
必
要
な
機
械
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
）
68
（
る
」。
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
、
中
国
の
こ
う
し
た
提
案
は
歓
迎
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
が
、
こ
の
時
点
で
、
一
方
的
に
ソ
連
に
傾
斜
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。

　
ソ
連
指
導
部
も
、
こ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
の
関
係
に
対
し
て
警
戒
を
緩
め
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
六
月
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
大

会
に
参
加
し
た
ジ
ャ
ル
ガ
ル
サ
イ
ハ
ン
の
回
想
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　「
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
ム
ヒ
ッ
デ
ィ
ノ
ヴ
（М

ухиддинов

）、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
社
会
主
義
諸
国
共
産
党
労
働
者
党
連
絡
部
長
ア

ン
ド
ロ
ポ
フ
ら
（Ю

. А
ндропов

）
が
同
大
会
に
向
か
っ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
代
表
ジ
ュ
ラ
ル
ガ
ル
サ
イ
ハ
ン
と
ド
ゥ
ゲ
ル
ス
レ
ン
ら
と
モ
ス
ク
ワ
で

会
っ
た
。
こ
の
形
式
の
面
会
は
前
例
が
な
か
っ
た
の
で
、
我
々
も
非
常
に
驚
い
た
。（
中
略
）
彼
ら
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
会
に
お
い
て
中
国
に
つ
い
て

秘
密
討
論
を
行
う
準
備
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
我
々
は
、
そ
の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
る
如
何
な
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
も
何
も
言

わ
な
か
っ
た
。
会
談
中
に
彼
ら
は
、
毛
沢
東
が
提
唱
し
て
い
た
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
問
）
69
（

題
に
つ
い
て
我
々
に
訊
い
た
。（
中
略
）
彼
ら
は
我
々
〔
の
考

え
〕
を
調
べ
て
い
た
よ
う
）
70
（

だ
」。

　
こ
う
し
た
ソ
連
指
導
部
の
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
の
関
係
に
対
す
る
猜
疑
心
は
、
こ
の
年
の
六
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
中
国
駐
在
ア
ル
バ
ニ

ア
大
使
ミ
ハ
イ
ル
・
ピ
リ
フ
テ
ィ
と
チ
ェ
ル
ボ
ネ
ン
コ
の
会
談
以
降
は
、
さ
ら
に
強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
ア
ル
バ
ニ
ア
大
使
は
こ
こ
で
、
周
恩
来
が
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
と
会
っ
た
際
に
、
中
国
が
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
一
三
〇
ト
ン
か
ら
三
〇
〇
ト
ン
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の
ウ
ラ
ン
を
購
入
す
る
提
案
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
チ
ェ
ル
ボ
ネ
ン
コ
に
明
か
し
て
い
た
か
ら
で
あ
）
71
（
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
中
ソ
両
国
は

核
開
発
問
題
を
め
ぐ
っ
て
相
互
に
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
ソ
連
は
中
国
が
独
自
に
核
技
術
の
開
発
を
進
め
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒

し
て
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
が
ウ
ラ
ン
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
重
大
事
件
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
友
好
姿
勢
は
中
ソ
関
係
が
よ
り
悪
化
し
た
一
九
六
一
年
に
な
っ
て
も
変
化
し
な
か
っ
た
。
中
国
は
、

こ
の
年
の
二
月
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
四
〇
周
年
記
念
日
を
中
国
に
お
い
て
盛
大
に
祝
っ
）
72
（

た
。
そ
の
後
も
三
月
八
日
に
周
恩
来
が
共
産

圏
諸
国
の
大
使
を
集
め
た
会
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
が
経
済
的
に
他
国
に
援
助
を
与
え
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の

自
然
災
害
に
対
し
て
一
万
六
千
ト
ン
の
食
料
品
を
無
償
で
援
助
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
、
褒
め
称
え
）
73
（

た
。
五
月
三
日

に
は
、
中
国
外
務
大
臣
代
理
ゼ
ン
・
ユ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
大
使
シ
ャ
ラ
ヴ
に
会
い
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
起
こ
っ
た
寒
波
に
よ
る
被
害
に
対
し

て
二
億
ル
ー
ブ
ル
の
無
償
援
助
を
約
束
し
）
74
（

た
。
中
国
指
導
部
は
、
ま
だ
モ
ン
ゴ
ル
が
対
ソ
一
辺
倒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
、
中
ソ
対
立
の
煽
り
を
受
け
て
中
国
と
の
対
立
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
同
年
三
月
二
五
日
に
ソ
連

駐
在
モ
ン
ゴ
ル
大
使
ル
ブ
サ
ン
（Лувсан

）
は
、
ソ
連
交
通
大
臣
ベ
シ
ェ
ヴ
（Н

. Беш
ев

）
に
会
っ
た
際
、
中
ソ
関
係
の
悪
化
に
よ
り
モ

ン
ゴ
ル
を
縦
断
す
る
鉄
道
か
ら
の
収
入
が
激
減
す
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
の
財
政
が
打
撃
を
受
け
る
と
指
摘
し
た
。
彼
は
、
モ
ン
ゴ
ル
が
中
国

側
に
鉄
道
輸
送
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
提
案
し
）
75
（
た
。
事
実
、
こ
の
鉄
道
か
ら
得
ら
れ
る
外
貨
は
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
主

義
発
展
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
っ
）
76
（

た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
自
国
が
中
ソ
対
立
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
が
、
そ

の
な
か
で
も
中
ソ
関
係
が
モ
ン
ゴ
ル
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
少
し
で
も
緩
和
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
一
九
六
一
年
に
ソ
連
共
産
党
第
二
二
回
党
大
会
が
開
か
れ
た
と
き
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
さ
ら
に
一
歩
、
ソ
連
寄
り

の
立
場
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
、
中
ソ
対
立
に
お
け
る
自
国
の
立
場
を
公
式
に
表
明
し
た
の
で
あ

る
。
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
演
説
に
お
い
て
、「
国
際
共
産
主
義
運
動
を
分
裂
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
ア
ル
バ
ニ
ア
労
働
党
指
導
者
の
行
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動
を
、
ソ
連
共
産
党
第
二
二
回
大
会
に
参
加
し
た
各
共
産
党
指
導
者
が
批
判
し
た
。
そ
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
代
表
団
も
一
致

し
て
非
難
し
た
。（
中
略
）
ソ
連
共
産
党
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
各
党
が
ア
ル
バ
ニ
ア
の
労
働
党
の
反
マ
ル
ク
ス
主
義
路
線

を
批
判
し
た
こ
と
は
、
正
し
い
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
中
国
代
表
の
説
明
を
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
）
77
（
い
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
は
、
モ
ン
ゴ
ル
が
ソ
連
寄
り
の
立
場
を
採
る
こ
と
を
公
式
の
場
で
初
め
て
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
は
中
国
へ
の
批
判
を
強
め
た
が
、
中
国
側
は
粘
り
強
く
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点

で
は
、
一
九
六
二
年
九
月
に
行
わ
れ
た
中
国
共
産
党
第
一
〇
期
総
会
に
つ
い
て
の
中
国
駐
在
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
筆
頭
書
記
官
ダ
ラ
イ
（Ч. 

Д
алай

）
の
極
秘
報
告
が
注
目
に
値
す
る
。
ダ
ラ
イ
は
報
告
が
不
確
実
な
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
つ
つ
、
同
総
会
で
中
国
と
ソ
連
の

路
線
の
対
立
が
明
確
に
な
っ
た
と
強
調
し
、
続
け
て
、
中
国
が
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
改
善
を
図
り
、
援
助
を
継
続
す
る
べ
き
と
の
意
向
を

示
し
た
よ
う
だ
と
記
し
て
い
）
78
（

た
。
つ
ま
り
、
中
国
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
対
立
す
る
こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
が
ソ
連
圏
に
傾
く
条
件
を
作
り
た
く
な

か
っ
た
の
で
、
ソ
連
圏
諸
国
と
モ
ン
ゴ
ル
を
区
別
し
て
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
既
に
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
両
国
の
関
係
は
限
界
に
達
し
て
い
た
。
一
九
六
二
年
一
二
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
と
周

恩
来
と
の
会
談
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
会
談
で
は
中
国
側
が
譲
歩
す
る
形
で
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
国
境
条
約
が
締
結
さ
れ
、
協

力
的
な
面
も
見
ら
れ
な
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
既
に
亀
裂
が
深
ま
っ
て
い
た
両
国
関
係
の
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
）
79
（

た
。
そ

の
事
実
は
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
生
誕
記
念
祭
を
め
ぐ
る
事
件
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
　
中
国
の
巻
き
返
し
戦
略

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
六
一
年
に
モ
ン
ゴ
ル
が
ソ
連
寄
り
の
姿
勢
を
明
白
に
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
国
と
ソ
連
の
関
係
は
強

化
さ
れ
た
。
し
か
し
中
国
指
導
部
は
そ
れ
で
諦
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
国
側
は
、
こ
の
後
も
モ
ン
ゴ
ル
を
自
国
側
に
引
き
込
も
う
と
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し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
中
国
指
導
部
は
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
生
誕
八
〇
〇
周
年
記
念
祝
賀
祭
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
チ
ン

ギ
ス
ハ
ー
ン
を
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
の
共
通
の
歴
史
的
人
物
と
み
な
し
、
祭
典
を
中
国
で
開
催
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
モ
ン
ゴ

ル
政
府
は
こ
の
動
き
に
納
得
せ
ず
、
同
記
念
祭
を
自
国
で
祝
う
動
き
に
出
た
こ
と
か
ら
、
同
問
題
は
中
・
ソ
・
モ
ン
ゴ
ル
の
三
国
に
関
わ

る
複
雑
な
問
題
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
九
六
二
年
五
月
に
中
国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
生
誕
八
〇
〇
周
年
記
念
祭
が
盛
大
に
行
わ

れ
）
80
（
た
。
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
的
英
雄
の
記
念
祭
を
中
国
が
開
催
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
警
戒
し
て
お
り
、
徹
底
的

に
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
一
月
九
日
に
外
務
省
の
ト
イ
ヴ
（Л

. Тойв

）
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
た
。

　「
中
華
人
民
共
和
国
が
一
九
六
二
年
に
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
生
誕
八
〇
〇
周
年
記
念
祭
を
盛
大
に
祝
う
予
定
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
開
催
す
る
の
か
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
は
な
い
。
だ
が
、
我
々
が
有
す
る
い
く
つ
か
の
情
報
を
報
告
す
る
。

　
第
一
に
、
一
九
六
一
年
一
一
月
二
一
日
の
招
待
会
に
お
い
て
中
国
外
務
省
外
交
部
部
長
代
理
リ
・
ツ
ヤ
ン
（ли ци яна

）
は
、
貴
国
〔
モ
ン
ゴ

ル
〕
は
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
を
見
捨
て
た
よ
う
だ
が
、
我
々
は
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
を
英
雄
と
見
な
し
て
い
る
と
述
べ
た
。（
中
略
）

　
第
二
に
、
我
々
の
指
示
通
り
、
中
国
に
い
る
我
が
国
〔
モ
ン
ゴ
ル
〕
の
大
学
院
生
が
友
人
の
内
モ
ン
ゴ
ル
人
に
手
紙
を
書
き
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の

生
誕
記
念
祭
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
を
確
認
し
た
。（
中
略
）
そ
の
返
答
は
、
記
念
祭
は
来
年
に
行
な
わ
れ
、（
中
略
）
内
モ
ン
ゴ
ル
の

歴
史
研
究
者
達
は
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
、
彼
の
功
績
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
北
京
大
学
の
内
モ
ン
ゴ
ル
人
大
学
院
生
チ
ェ
ル
メ
グ
（Чэлмэг
）
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
大
学
院
生
パ
ル
ヤ
（П

алиа

）
に
話
し
た
内
容
か
ら
す

れ
ば
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
は
記
念
祭
を
一
九
六
二
年
八
月
に
開
催
す
る
べ
き
だ
と
歴
史
研
究
所
に
指
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
）
81
（
る
」。

　
ト
イ
ヴ
が
こ
の
報
告
に
加
え
た
自
身
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
中
国
が
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
記
念
祭
を
行
う
の
は
、
ソ
連
圏
諸
国
が
個
人
崇
拝
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を
否
定
し
て
い
る
こ
と
へ
の
中
国
の
反
対
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
中
国
が
記
念
祭
を
行
う
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の

独
立
へ
の
否
認
を
も
含
意
し
て
い
る
と
付
け
加
え
）
82
（

た
。
ト
イ
ヴ
は
当
時
の
国
際
関
係
を
踏
ま
え
、
説
得
的
な
分
析
を
行
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
彼
の
報
告
は
、
記
念
祭
が
中
ソ
対
立
の
文
脈
に
お
け
る
中
国
の
巻
き
返
し
で
あ
る
可
能
性
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
時
に
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
記
念
祭
を
担
当
し
た
政
治
局
員
ト
ム
ル
・
オ
チ
ル
（Д

.Төмөр О
чир

一
九
二
一
か
ら
一
九
八
五
年
）
の
妻

は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　「
我
が
両
隣
国
〔
中
国
と
ソ
連
〕
で
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
帰
属
問
題
を
主
張
し
合
う
展
開
に
な
り
そ
う
な
雰
囲
気
が
生
じ
て
い
る
中
、
モ
ン
ゴ
ル

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
祖
国
が
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
る
こ
と
を
証
明
せ
ず
に
放
置
す
る
こ
と
は
良
く
な
い
と
考
え
た
。
何
等
か
の
方
法

で
記
念
祭
を
〔
モ
ン
ゴ
ル
で
〕
主
催
し
よ
う
と
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
中
央
委
員
会
に
訴
え
出
）
83
（
た
」。

　
こ
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
こ
の
と
き
モ
ン
ゴ
ル
側
は
、
中
国
に
よ
る
記
念
祭
計
画
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、

モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
問
題
に
長
年
関
わ
っ
て
き
た
ト
ム
ル
・
オ
チ
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
モ
ン

ゴ
ル
指
導
部
は
多
く
の
議
論
を
重
ね
た
末
に
、
一
九
六
二
年
五
月
二
九
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
政
府
で
は
な
く
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
の
主
催
で
式
典
を
開
く
べ
き
だ
と
い
う
決
議
を
採
択
し
）
84
（

た
。
当
時
の
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
は
中
ソ
両
国
の
関
係
に
最
大
限

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
の
決
断
で
あ
っ
た
。
中
国
は
、
一
九
五
五
年
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
「
エ
ゼ
ン
・
ホ
ロ
ー
」
地
域
に
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン

廟
を
建
設
し
て
い
）
85
（

た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
駐
在
元
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』
特
派
員
シ
ン
カ
レ
フ
は
、「
ロ
シ
ア
は
彼
〔
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
〕

の
こ
と
を
悪
党
と
み
な
し
て
お
り
、
中
国
は
天
才
と
見
な
し
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
両
隣
国
は
、
彼
〔
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
〕
を
モ
ン
ゴ
ル
人

か
ら
奪
お
う
し
）
86
（

た
」
と
回
想
で
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
に
対
す
る
中
国
と
ロ
シ
ア
の
理
解
は
正
反
対
で
あ
り
、
し
か

も
モ
ン
ゴ
ル
の
そ
れ
と
異
な
る
の
で
あ
る
。
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結
局
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
記
念
祭
は
五
月
三
一
日
に
モ
ン
ゴ
ル
国
立
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
記
念
祭
は
、
モ
ン
ゴ
ル

が
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
は
あ
く
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
機
会
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
記
念

祭
を
中
国
で
開
く
こ
と
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
国
民
感
情
が
中
国
に
な
び
か
せ
よ
う
と
し
た
中
国
側
の
思
惑
を
挫
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、

こ
の
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
記
念
祭
が
要
因
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
中
国
駐
在
モ
ン
ゴ
ル
大
使
ツ
ェ
ベ
グ
ミ
ド
が
知
人
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
れ

ば
、
同
年
七
月
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
加
盟
す
る
と
い
う
大
規
模
の
反
中
運
動
が
起
こ
っ
て
い
）
87
（

た
。

　
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
で
の
記
念
祭
の
開
催
は
、
ソ
連
に
対
し
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ソ
連
に
長
年
抑
圧
さ
れ
て
き
た

モ
ン
ゴ
ル
国
の
民
族
意
識
を
高
め
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
が
警
戒
し
た
通
り
、
ソ
連
は
モ
ン
ゴ
ル
が

チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
記
念
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に
激
し
く
反
対
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
、
記
念
祭
に
関
す
る
情
報
を
モ

ン
ゴ
ル
駐
在
ソ
連
大
使
館
員
に
相
談
す
る
こ
と
で
理
解
を
求
め
て
い
）
88
（

た
。
け
れ
ど
も
、
モ
ン
ゴ
ル
側
の
配
慮
は
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。
ナ

デ
ィ
ロ
フ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
モ
ン
ゴ
ル
に
駐
在
す
る
ソ
連
機
関
は
〔
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
記
念
祭
の
開
催
に
〕
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
記
念
祭
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
民

族
意
識
を
高
め
、
反
ソ
連
感
情
を
煽
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、（
中
略
）
ソ
連
職
員
は
モ
ス
ク
ワ
へ
の
報
告
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
の
記
念
祭
に
つ

い
て
緊
張
さ
せ
る
内
容
の
文
面
を
送
っ
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
祝
祭
に
反
ソ
的
な
傾
向
が
強
く
表
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
）
89
（

た
」。

　
ま
た
シ
ン
カ
レ
フ
も
そ
の
回
想
で
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
駐
在
の
ソ
連
職
員
か
ら
の
モ
ス
ク
ワ
へ
の
報
告
は
、
意
図
的
に
両
国
関
係
を
緊

張
さ
せ
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
彼
も
こ
の
記
念
祭
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
民
族
意
識
を
高
め
、
反
ソ
的
雰
囲
気
を
作
り
だ

し
た
と
評
価
し
）
90
（

た
。

　
こ
う
し
た
報
告
を
受
け
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
に
対
し
て
、
速
や
か
に
危
険
な
状
況
を
是
正
す
る
よ
う
警
告
し
た
。
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シ
ン
カ
レ
フ
は
、
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
妻
フ
ィ
ラ
ト
ヴ
ァ
（А

. Ф
илатова

一
九
二
〇
か
ら
二
〇
〇
一
年
）
の
回
想
を
引
用
し
、
同
問
題
に
関
す

る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
の
会
談
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ま
る
で
変
っ
て
い
た
。
彼
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と
不
機
嫌
に
訊
い
た
。
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
写
真

が
付
い
て
い
る
切
手
と
い
う
の
は
何
か
。
若
者
が
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
写
真
付
き
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
と
い
う
の
は
何
事
か
。
あ
な
た
方
は
何
を
見

て
い
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
ど
う
や
っ
て
〔
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
〕
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
す
る
の
）
91
（

だ
。
早
く
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
）
92
（

に
」。

　
要
す
る
に
ソ
連
指
導
部
は
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情
報
と
当
時
の
中
ソ
対
立
を
考
慮
し
、
非
常
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
結
果
的
に
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の
記
念
祭
は
、
当
初
計
画
さ
れ
た
ほ
ど
盛
大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
デ
ィ
ン
ス
レ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
知
識
人
の
政
府
批
判
は
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
に
対
し
て
敬
意
を
抱
い
て
い
）
93
（

た
と
さ
れ
る
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
に
も
危

機
感
を
抱
か
せ
た
。
こ
の
と
き
ダ
ム
デ
ィ
ン
ス
レ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
欧
米
諸
国
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
な
ど
の
民
族
的
英
雄
に
つ
い
て
子
供

た
ち
に
教
科
書
で
教
え
て
い
る
。
し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
と
ソ
連
の
教
育
機
関
は
子
供
た
ち
に
〔
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
の
〕
負
の
側
面
だ
け
教
え
て

い
る
と
非
難
し
た
の
で
あ
）
94
（
る
。

　
こ
う
し
て
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
記
念
祭
は
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
政
権
に
打
撃
を
与
え
た
。
政
権
は
こ
こ
で
、
ソ
連
か
ら
大
き
な
圧
力
を
受

け
た
ば
か
り
か
、
知
識
人
か
ら
も
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
同
記
念
祭
を
徹
底
的
に
取
り
締
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
指
導
部
は
七
月
一
八
日
に
政
治
局
決
議
を
採
択
し
、
記
念
祭
の
た
め
に
予
定
し
て
い
た
す
べ
て
の
切
手
、
映
画
、
出
版
物
の

発
行
を
取
り
止
め
）
95
（

た
。
そ
の
後
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
中
央
委
員
会
第
三
期
総
会
を
開
き
、
ト
ム
ル
・
オ
チ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
記
念
祭

に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
多
く
の
人
々
を
処
罰
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
彼
ら
は
民
族
主
義
を
扇
動
し
た
と
批
判
さ
れ
た
の
で

あ
）
96
（

る
。
ト
ム
ル
・
オ
チ
ル
は
、
九
月
一
三
日
に
人
民
革
命
党
付
属
の
党
史
研
究
所
所
）
97
（

長
と
国
家
大
ホ
ラ
ル
役
員
代
議
員
の
職
か
ら
解
任
さ
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れ
、
追
放
処
分
を
受
け
）
98
（
た
。
一
〇
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
＝
ソ
連
友
好
協
会
中
央
評
議
会
幹
部
会
第
三
期
総
会
で
は
、
ト
ム

ル
・
オ
チ
ル
は
国
家
に
有
害
な
活
動
を
扇
動
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
の
関
係
の
発
展
を
妨
害
し
た
と
す

る
厳
し
い
内
容
の
決
議
が
採
択
さ
れ
）
99
（
た
。
特
に
彼
が
最
後
に
ソ
連
訪
問
し
た
際
に
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
イ
リ
ィ
チ
ョ
フ
（Л

. 

И
льичев

）
は
、
ト
ム
ル
・
オ
チ
ル
が
社
会
主
義
の
欠
陥
を
強
調
し
、
我
が
敵
に
隙
を
与
え
た
と
厳
し
く
批
判
し
た
と
い
）
100
（
う
。
つ
ま
り
、

ソ
連
指
導
部
も
彼
の
粛
清
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
総
じ
て
、
同
記
念
祭
の
開
催
を
通
し
て
自
国
の
影
響
力
を
回
復
さ
せ
た
い
と
目
論
ん
だ
中
国
の
思
惑
は
、
ソ
連
の
圧
力
と
内
外
モ
ン
ゴ

ル
お
け
る
民
族
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
結
果
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
同
論
文
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
モ
ン
ゴ
ル
は
中
ソ
対
立
が
広
が
る
中
で
、
対
外
的
自
立
性
を
示
し
た
と
言
え
る
。
中
ソ
両
国
は
モ
ン
ゴ
ル
に
自
立
性
が
あ
る

と
見
な
し
た
か
ら
こ
そ
、
援
助
競
争
を
繰
り
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
点
で
は
特
に
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
生
誕
祭
を
め
ぐ
る
一
連
の
事
件
が
重
要
で
あ
る
。
中
国
指
導
部
が
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
と
い
う
歴
史

的
人
物
を
持
ち
出
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
民
族
意
識
を
刺
激
す
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
対
抗
す
る
よ
う
に
自
前
の
祭
典
を
開
催
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
国
内
の
文
化
問
題
で
あ
る
が
、
同
時
に
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
中
国
人
は
共
通
の
過
去
と
文
化
を
持
つ

と
す
る
中
国
側
の
理
解
に
真
っ
向
か
ら
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
が
ソ
連
の
意
向
と
異

な
る
政
策
を
と
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
二
つ
の
隣
国
に
完
全
に
は
支
配
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
二
に
、
本
稿
を
通
し
て
中
ソ
対
立
の
具
体
的
な
展
開
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
国
指
導
部
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
に
生
じ
た
ソ
連

の
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
影
響
力
の
後
退
に
注
目
し
、
そ
の
間
隙
を
突
い
て
、
経
済
援
助
と
労
働
者
の
派
遣
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
一
九
五
七
年
に
は
ソ
連
側
の
対
抗
措
置
を
招
い
た
。

ソ
連
側
も
大
型
の
経
済
援
助
を
モ
ン
ゴ
ル
に
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
ソ
連
の
重
要
性
を
改

め
て
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
中
国
指
導
部
は
、
モ
ン
ゴ
ル
を
自
国
の
側
に
引
き
付
け
る
努
力
を
止
め
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。

　
第
三
に
、
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
中
ソ
対
立
の
進
展
に
周
到
に
対
応
し
た
。
彼
ら
は
中
ソ
両
国
と
接
近
し
て
情
報
を
集
め
、
片
方
の
国
を

必
要
以
上
に
刺
激
し
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
モ
ン
ゴ
ル
指
導
部
は
中
国
側
に
は
経
済
援
助
を
与
え
る
方
法
で
良
好
な
関
係
維
持
を
図
っ
た
。

ま
た
、
ソ
連
側
に
は
中
国
の
新
聞
に
規
制
を
か
け
る
こ
と
を
通
し
て
ソ
連
寄
り
の
姿
勢
を
示
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
自
国
が
小
国
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
つ
つ
、
二
つ
の
「
社
会
主
義
国
」
の
対
立
と
い
う
大
波
に
よ
っ
て
舵
を
失
わ
な
い
よ
う
非
常
に
慎
重
に
行
動
し
続
け
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
モ
ン
ゴ
ル
が
一
定
の
対
外
的
自
立
性
を
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
1
）  http://president.m

n/content/11824.

（
2
）  

オ
ー
エ
ン
・
ラ
テ
ィ
モ
ア
は
、
衛
星
国
（satellite state
）
を
八
つ
の
項
目
を
設
け
て
定
義
し
た
。
そ
の
第
一
に
、
衛
星
国
は
支
配
国
の
軌
道

を
移
動
し
、
そ
の
国
の
助
け
を
借
り
て
政
権
を
と
る
。
第
二
に
、
こ
れ
〔
衛
星
国
〕
は
直
ち
に
受
け
入
れ
な
い
が
、
積
極
的
に
衛
生
関
係
を
築
こ

う
と
望
む
。
第
三
に
、
衛
星
国
は
主
要
国
と
の
関
係
な
く
し
て
生
存
で
き
な
い
。
第
四
に
、
衛
星
政
権
は
多
く
の
国
民
よ
り
も
自
分
た
ち
を
支
配

国
と
一
体
だ
と
認
識
す
る
。
第
五
に
、
衛
星
政
権
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
潜
在
的
な
反
対
者
が
存
在
す
る
。
第
六
に
、
も
し
政
権
が
転
覆
さ
れ

た
ら
国
家
は
ど
こ
か
の
衛
星
軌
道
に
引
っ
張
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
衛
星
で
あ
る
。
第
七
に
、
衛
星
政
権
は
自
国
の
保
護
国
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と

を
望
み
、
こ
れ
は
〔
何
か
を
〕
追
い
越
す
の
に
望
ま
し
い
過
程
と
見
な
す
。
第
八
に
、
前
記
の
よ
う
に
支
配
国
の
ど
の
変
化
も
直
ち
に
衛
星
国
に

反
映
さ
れ
る
。Lattim

ore, O., N
om
ads and Com

m
issars, （O

xford U
niversity Press, 1962

）, p. 156. 

彼
は
衛
星
国
の
分
類
の
中
で
特
に
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モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
中
国
と
日
本
の
外
的
脅
威
の
大
き
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
自
ら
が
進
ん
で
ソ
連
の
衛
星
国
に
な
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。

Lattim
ore, O., Studies in Frontier H

istory Collected Papers 1928 -1958, （O
xford U

niversity Press, 1962

）, p. 160, 175. 296. 299 -300.
（
3
）  

坂
本
是
忠
『
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
と
経
済
』、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
九
年
。

（
4
）  Soni, S., M

ongolia-Russia Relations, （Shipra Publications, 2002

）. Soni, S., M
ongolia-China Relations, （Pentagon Press Pub-
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